
ユニットバス
取扱説明書



■注意事項

警告 感電・漏電事故防止

● 照明を交換の際は、必ず電源を切ってから交換するようにして下さい。

これらの注意を怠ると、感電の恐れがあります。

注意 落下による傷害事故・器物破損防止

● ユニットバスを吊る場合は、必ず浴槽から湯水を抜き取ってから、釣り上げるようにして下さい。

● 吊り上げる場合は、周辺に人がいないか、また器物などが無いか確認したうえで作業を行うようにして下さい。

これらの注意を怠ると、傷害事故・器物破損の恐れがあります。

注意 転倒による傷害事故・器物破損防止

● ユニットバスを据え付ける時は、必ず本体側面の取手を番線等で強く地面に固定して下さい。

これらの注意を怠ると、傷害事故・器物破損の恐れがあります。

注意 高温及び過熱による傷害事故・火災等防止

● シャワー・風呂の湯、出湯口等高温になることがありますので、確かめてご使用下さい。

● 照明器具にはタオル・衣服等をかけないで下さい。

これらの注意を怠ると、傷害事故・器物破損の恐れがあります。
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危険 給湯器のガス漏れについて

● ガス漏れに気がついたら、すぐに使用を止めてガスの元栓を止めガス事業者に連絡してください。

これらの注意を怠ると、傷害事故・器物破損の恐れがあります。



■各部名称

窓

換気口

排水管

給湯器
吊りフック

運搬用取手

運搬用取手 扉

吊りフック

専用脱衣場付きでゆったりバスタイム！

窓

給水元栓
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■各部名称

脱衣場

バスルーム

鏡

室内灯

脱衣棚

タオル掛け

タオル掛け

シャワー付き混合栓

専用脱衣場付きでゆったりバスタイム！
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運搬時の注意
・運搬時輸送状況によっては下左の写真のように浴槽がずれる場合が有ります。

浴槽がずれると赤丸の部分がつっかえて中扉が開かなくなりますので輸送時は下右の

写真のように中扉を開けて輸送して下さい。
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給水水抜栓

給湯水抜栓

ガス接続口



施工上の注意

・ユニットバスは、危険が予想される場所（火気等）の近くに設置しないで下さい。

・ユニットバスを保管する場合は、台風等気象条件の悪いときは、防護策を取るようにして下さい。

・設置する際は、平らな場所に備え付けて下さい。

・ユニットバスを据え付ける時は、必ず本体側面の取手を番線などで強く地面に固定して下さい。

・

設置には給排水、電気、ガス工事が必要です。

・冬期に使用する場合は水道配管に凍結防止処置を施してください。

・使用ガスはLPガスになります。

・ガス配管工事は必ず最寄りのLPガス事業所に依頼して下さい。

・電球を交換する際は電源を切った上で適合電球（100v/40w）を取り換えて下さい。

・照明器具の清掃はぬるま湯または、石鹸水を浸した布をよく絞ってからふいて下さい。

シンナー・ベンジンなどの揮発性の薬品で拭きますと変色、変質などの原因になりますのでご注意くだ

さい。

・照明器具に直接殺虫剤を掛けないようにして下さい。

・排水配管については本体底部の排水口からVUまたはVP50の塩ビパイプで接続して排水溝まで配管

してください。

・給湯器の上方30ｃｍ以内・左右15ｃｍ以内・前方60ｃｍ以内に燃えやすいものを設置しないようにして

下さい。

・アース工事をして下さい。
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■凍結が予想される場合

冬期に気温が氷点下以下になる場合は、給湯器や混合栓が凍結の為、破損してしまう

可能性があります。

給湯器には凍結防止ヒーターが搭載されていますが、冷え込みが厳しい場合は凍結防

止対策を施して下さい。

給湯器の水抜きが可能な場合は出来る限り 水抜きをお願いします。

水抜きの方法は別ページで確認して下さい。

◆水抜きが出来ない場合
水抜きが出来ない場合は、混合栓のお湯側蛇口を少し開けごく少量の水を出し続けて下
さい。（1分間に約400ｍｌ程度・流れる水の幅が約 4ｍｍ程度）
凍結防止ヒーターが作動しなくなるので電源プラグは抜かないで下さい。

※凍結しまった場合に給湯配管や混合栓等にお湯をかけて解凍することは絶対にしないで下さい。破損
の原因になります。
自然に解凍するまでお待ち下さい。

水抜き方法の手順

1. ガスの元栓を閉めて下さい。
2. 給水元栓を閉めて下さい。
3. 電源プラグを抜いて下さい。
4. 混合栓を（シャワーを含む）全て開けて下さい。
5. 給水水抜栓を開けて水を抜いてください。

（7ページに記載しております。）
6. 給湯水抜栓を開けて水を抜いてください。

（8ページに記載しております。）

6



給水水抜栓
黒いツマミ

給水元栓を閉めたことを確認して下さい。
プライヤー等で給水水抜栓を緩めて下さい

手で緩めれるようになったら、給水水抜栓を外
してください。
水が出てきますので注意して下さい。

中の水が出なくなるまで水を抜いて下さい。
水が出なくなったら水抜栓を逆の手順で元に戻
して下さい。

5.給水水抜栓からの水抜き方法
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給湯水抜栓

6.給湯水抜栓からの水抜き方法

給水水抜き後に給水栓の奥にある給湯
栓をプライヤー等で緩めて下さい。

給湯栓を外して水が出なくなるまで水を
抜いて下さい。
水が出なくなったら水抜栓を逆の手順で
元に戻して下さい。
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◆寸法図
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■商品スペック
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ユニットバス 給湯器

メーカー ハマネツ メーカー ノーリツ

型番 FS2-25RB 型番 GQ-2037WS

本体 FRPサンドイッチパネル、枠ア
ルミニウム

点火方式 放電点火式

屋根 FRP 給湯方式 先止め式

窓 FRP×2か所 使 用 水 圧
〈MPa〉

0.1～1.0（1.0～10.0kgf/cm2）

浴槽 ヤマハMS-21A 作 動 水 圧
〈kPa〉

10（0.1kgf/cm2）

鏡 ガラス 最低作動流量
〈L/分〉

3.5

タオル掛け ステンレス×2 外 形 寸 法 
〈mm〉

高さ520× 幅350× 奥行170

照明 LED電球40W相当
口金E26

消費電力 
（50/60Hz）〈 W 
〉

37/37
凍結予防ヒーター 125

シャワー受金具 クロムメッキ 湯温制御方式 電子式ガス比例制御方式

脱衣棚 FRP 安全装置 立消え安全装置
空だき安全装置
停電時安全装置
過熱防止装置
過電流防止装置
凍結予防装置
過圧防止安全装置
ファン回転検出装置
沸騰防止装置
漏電安全装置

排水トラップ ABS樹脂　管径直径50

水栓 混合水栓シャワー付

吊り金具 クロメートメッキ×4個

運搬用取手 ステンレス×4個


